
          

体育館や作業棟も新しくリニューアルされ、新しい仲間や先⽣、教室にも徐々に慣れ、それぞれの
個性が発揮され、⽇々充実した学校⽣活を送っています。 

 
      

⼩学部では附属⼩４年⽣との学校間交流を毎年３回⾏
っています。６⽉は附属⼩のお友達を本校に招き、３つの
グループで「図画⼯作」「⾳楽」「体育」の教科を共に学習
しました。低学年グループの図画⼯作では、「なつのきを
つくろう」という題材のもと、お花紙を使ったちぎり紙遊
びを通してダイナミックに楽しんだあと、のりで貼り付
けて⼤きな「なつのき」をみんなで制作しました。協働的な学びを通して、互いに刺
激し合い、関わりを深める姿が随所に⾒られた実りある機会となりました。 

 
  

今年度、１年⽣は「⼭梨を知ろう」、２年⽣は「⽇本を知
ろう」、３年⽣は「修学旅⾏に⾏こう」として学習を⾏って
います。１年⽣は宝⽯や印伝に⾒⽴てたビーズアクセサリー
作りや模様付けなどに取り組んで地域の産業を知り、２年⽣
は実際に抹茶を点てて飲んだり、昔の服装を着てみたりする
体験的な学習を通して⽇本の⽂化を知ることができました。
そして３年⽣は、２年時の⼤⾖（味噌）の学習とも繋がる愛
知県名古屋⽅⾯への修学旅⾏に⾏ってきました。公共の場で

のルール・マナーを意識しながら、陶器への絵付け体験や名古屋城の⾒学、味噌か
つなどの地域特産品を⾷すなどの活動を通し、他地域の⽂化などを知る有意義な学習活動となりました。 

 
   
⾼等部⽣徒は現場実習や職場⾒学・体験という活動を

通して、卒業後の⾃分の進路を考える学習をしています。
今回は２つのグループに分かれ、「ぎんが⼯房」と「THK
株式会社」「マクドナルド国⺟店」の事業所を訪問し、⾒
学や体験をしてきました。どの職場も様々な仕事があり、働く上での⼼構えや仕事
上の楽しみや喜びなどの話を聞くことができました。この後に控えている現場実習
に向けて、よい学びとなり、⾃分の進路について深く考える機会となりました。 

 
 
 
 
 

 

特別⽀援 

小学部 附属小との交流 

中学部 生活単元学習 

低学年・図工「夏の木をつくろう」 

⼭梨⼤学教育学部の学⽣（２年⽣全員）が、本年度も特別⽀援学校にて年間を通して介護等体験学習を
⾏っています。わずか２⽇間の実習ではありますが、実習後の感想のなかに、⼦どもたちの特性を深く理
解し、その特性に合った適切な⽀援が何よりも⼤切であり、指導⽬標に沿って何を⼿助けし何を⾒守るか
を⾒極めることが本当の⽀援であると学んだという学⽣の感想を⾒て嬉しくなりました。介護等体験学習
を通して特別⽀援教育に対する理解を深めた学⽣が、優れた未来の教員に育っていくことを今から楽しみ
にしています。                               校⻑ ⽥中武夫 

高等部 職場見学・体験 

 
   
 
 
 

新型コロナ感染症が５類に移⾏して⼀年あまり。元に戻ったように⾒える学校園ですが、もどすことが難
しいのが⼈や地域などとの交流です。そこで、本号ではそれぞれの学校園が児童⽣徒の発達や環境などに応
じて、さまざまな交流をしている様⼦をお伝えします。 
 

幼稚園は、子どもが自ら心を動かしながら周りの環境と関わり、豊か
で多様な体験を通して育っていくところです。本園の子ども達は、好奇心
いっぱいに好きな遊びを見つけたり、友達と一緒に活動する楽しさを感じ
たりしながら、毎日を過ごしています。遊びを通して色々なことを学んでい

る、この時期の 3 学年の子ども達の姿を紹介します。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

年少組 水遊びや泥んこが大好き！樋を使って水を流したり、ごちそ
う作りをしたり、裸足になって泥んこの中にジャンプしたり、全身で水
や泥に触れながら、たっぷりと楽しんでいます。最初は「汚れるからイ
ヤ」と見ていた子も、お友達の様子を見ながら心を動かし、触ってみ
て、「気持ちいい！」と夢中になって遊び始める。そのような中で、お家
では経験できない、この時期ならではの土や水、泥の心地よさを味わ
っているようです。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 年中組 遊びや関わりも広がり、虫取りやおうちごっこ、制作など、
色々なことを楽しんでいます。その中でも人気なのが、巧技台やバラ
ンスストーンなどを使って、テラスをぐるっと回るコース作り。「もっと長
く！」「これも使ってみよう！」と、子ども達の発想で作り出すコースは、
毎日変わります。作ることをおもしろがっている子、ジャンプや落ちな
いように渡ることを楽しんでいる子と、様々ですが、遊びを繰り返す中
で、それぞれの「やってみたい！」「もっと～したい！」が子ども達の中か
ら生まれています。 
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

 年⻑組 友達と一緒に相談をしながら、みんなが乗れる大きな海賊
船やお化け屋敷など、よりダイナミックに遊ぶことを楽しんでいます。木
材やポリロールなど素材の特質を生かしながら制作に取り組んだり、
捕まえた生き物をじっくり観察しながら調べたりと、目を輝かせてもの
に向き合い、探究する姿も見られる年長児。これまで遊びの中で培っ
てきた主体的に人やものに関わる力が、さらに伸び、友達と遊びを進
めていくことや好きな遊びに没頭することをワクワクしながら満喫している姿がとてもステキで、頼
もしさを感じさせられます。 

幼児期に⾃分がやりたいことに熱中できること。これが⽣きる⼒の源泉を育くみます。 
 複雑化する現代社会に船出する前に、たっぷりと⼼に燃料を蓄えてほしい。このような願いを
もって、⽇々、⼦どもたちのやりたいことを応援しています。       園⻑ 若本純⼦ 

幼稚園 

第 10 号 
2024 年７月発行 

 
山梨大学教育学部附属 
幼稚園・小学校 
中学校・特別支援学校 Kiri-no-ka 



    
昨年度、附属 

四校園で、授業 
や教育活動の中 
で ICT を活⽤し 
た実践事例集を 
作成しました。 
ぜひご覧ください。 
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⼩学校 

⼩学校 

https://www.yamanashi.info/huzoku 

６⽉ 22 ⽇（⼟）に初等教育公開研
究会を⾏いました。県内外さらには海
外からも約 600 名の参観者をお迎え
することができました。16 の授業を
公開し、その後の分科会においても活
発な議論が交わされました。 

皆様⽅からの貴重なご指導・ご助⾔
を今後の研究・実践へと活かしていき
たいと思います。 

⼀⼈⼀台端末が導⼊されて
から、本校においても ICT を活
⽤した授業を積極的に進めて
きました。児童も⽇常的に使⽤
して学習に活かすことができ
ています。その習得の早さには
⽬を⾒張るものがあります。 

ICT 教育の充実を目指して 

ICT 活用実践事例集 

 
初等教育公開研究会は、研究 3 年次の総括の成果発表と

なりました。これまで校内研究会を繰り返し実施し、⼀⼈
⼀⼈の⼦どもがどのような学びをしているか⾒取り、教師
の意図や思いを聴きながら協議を重ねました。教師が同僚
の仲間と学び合い、専⾨性を⾼め合っていく様に感動を覚
えました。 

当⽇ご参加の皆様にも好評であり、本校の役割である
「研究実証学校」「現職教育学校」に関して、附属⼩学校の
存在意義を実感しております。  校⻑ 神⼭ 久美 

緑と富⼠の頂へ 若桐のつどい（２学年） 
「緑と富⼠の頂へ」のテーマのもと１泊２⽇で若桐のつどいを⾏いました。SELF で班ご

とに簡単には解決できない「⼤きな問い」を設定し，それについて実際に⼭梨や静岡の富
⼠⼭世界遺産センターで職員の⽅や訪問していた海外の⽅にも積極的に質問を重ねまし
た。⾃⾝の問いに対する学びを深める姿が印象的でした。１⽇⽬の夜に⾏ったキャンドル
サービスでは各クラスが準備してきたスタンツの発表会を⾏ 
いました。どのクラスも取り組みの成果が発揮され，クラス 
としての絆が深まりました。クライマックス，キャンドルに 
光を灯しながら歌った合唱。富⼠の裾野に響いた歌声は，緑 
学年の更なる⾶躍の「予感」を感じさせてくれました。 

 

じっくりコトコト古都へ 若桐のつどい（３学年） 
⻘学年（３年⽣）は,「じっくりコト古都〜⼀期⼀会の旅へ〜」というスローガンを掲

げ，４⽉ 25 ⽇〜27 ⽇の３⽇間，歴史⽂化あふれる奈良・京都に赴き，五感をフルに使
って充実した時間を過ごしました。１⽇⽬は，あをによし奈良。世界最古の⽊造建築が並
ぶ法隆寺や東⼤寺⼤仏殿に鎮座する盧舎那仏を⾒ました。興福寺国宝館では，阿修羅像な
ど，数々の国宝や⽂化財を間近で⾒ることできました。２⽇⽬は，タクシーによる京都市
内班別⾃主⾒学。SELF（総合的な学習の時間）のテーマに基づき，京都市内の寺社仏閣
を巡り，それぞれの学びを深めました。⼣⽅には狂⾔鑑賞会 
を実施し，能舞台で演じられる本場の狂⾔を間近で鑑賞し， 
⽇本の伝統芸能に触れることができました。３⽇⽬最終⽇は， 
クラスごとに体験や⾒学を通してクラスの仲間との絆や伝統 
⽂化への理解を深めることができました。３⽇間の⽣活や貴 
重な体験を通して，個⼈としても集団としても成⻑する⼤切 
な機会とすることができました。 
 
 
      
 
 
 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

初めての若桐のつどい（１学年） 
「Red start〜共につくる若桐のつどい〜」のテー
マのもと⾏われた甲府市内を中⼼に巡る，校外学
習。甲府の魅⼒を再発⾒する旅は，⽇帰りとはいえ
ども，どのグループも波瀾万丈でした。しかし，２
ヶ⽉かけて探究してきた学習，３ヶ⽉かけて育んで
きた仲間との絆を発揮し，無事成功を収めることが
できました。４⽉に出会った仲間と共に歩く道のり
は，卒業に向けての 
旅路です。140 ⼈の 
旅は，まだまだ始ま 
ったばかりです。こ 
れからの成⻑と活躍 
にご期待ください︕ 

中学校 

本校の総合的な学習の時間
“SELF”の前期の学習は，3 学年
とも若桐のつどいに向け各⾃の
問いを設定･探究する学びでし
た。iPad により様々な情報が
容易に⼊⼿できる今，現地に赴
き，実物に触れ，友と協働的に
得た感動体験は「本物」から学
ぶ尊さを教えてくれたことと思
います。       

校⻑ 早川 健 


	表　きりの華10号（R6.7月）.pdf
	裏　きりの華10号（R6-7月）.pdf


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /All
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize false
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


